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研究情報の名称 宇宙太陽光エネルギー利用発電用高出力レーザーの開発 
概要：宇宙太陽光エネルギー利用シス
テムには、宇宙空間で得た太陽エネル
ギーをマイクロ波により目的地（地上
等）へ伝送するマイクロ波方式 SSPS 
(M-SSPS)と、レーザ光により伝送する
レーザ方式 SSPS (L-SSPS)がある。
L-SSPS は太陽光をレーザ光に変換し
て地上に向けてレーザ光を照射する
「軌道上系（衛星）」とレーザ光を受光
して他のエネルギー媒体に変換する
「地上系（地上システム）」から構成さ
れる。高平均出力動作ができ、且つ、
太陽光を直接吸収し、レーザー光に変
換可能なため高効率な動作が期待で
きる固体レーザーを用いた太陽光励
起レーザーついて概念設計を行ってい
る。 
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シーズ シーズ 宇宙太陽エネルギー
によるエネルギーの
安定供給 
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・レーザー推進ロケット
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